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はじめに

•昨年は勉強会で「勉強会の歴史」をしました

•今回、最初は「医療とAI」とか「Precision Medicine」

「免疫チェックポイント阻害剤とは」といったネタを
考えていました

•が、去年の勉強会の資料を読み直すと、勉強会の
歴史を調べるのにmailを探しながら読む必要があ
り、非常に大変だった。次はMLの検索システムの
話をしようかなぁと書いてありました



最後に
 今回のまとめがNISOCのWebリニューアルの助けになれ
ばいいなぁと思います

 そろそろメールソフト（mnewsやEdMax）でタイトルから
メールを探すのは限界かも

 年のせいもあります

 最近老眼が…

 次はML検索システムの構築について話せればなぁ…

前回の最後ののスライド



と言うことで…

•今回はML検索システム構築のお話です

• とりあえずやったことを後で振り返られるように記
録しておきます

• Mailの保存環境、問題点

• MailのHTMLへの変換

• Namazuによる検索システムの構築



やりたいこと

• members ML、niigata-inet ML、（＋α）の全文検索

• cronとかで一定期間（月1回とか）で自動的にインデック
ス生成とかまではしない

• 気がついたときにインデックスを更新

• 最近mailの流量も少ないし…

• 著作権等の問題あり、とりあえず一般公開はしない

• あくまで勉強会としてやってみましたという形



Mailの保存環境（1）

• niigata-inet、membersには「shioji@shioji.org」で登
録されている

• shioji@shioji.org宛てのmailは.forwardで、別のアドレ
スに転送し、shiojiのスプールにも保存

• 普段はWindowsからThunderbirdでPopしてmailの読み
書き、Pop後は削除

• 別アドレスに転送されたmailはMHの自動分配機能で、
ML毎のフォルダに1mail、1fileで保存（MH形式）



Mailの保存環境（2）

• 現時点（2018年11月25日22時）で、niigata-inetは7655

番、membersは11540番までのmailあり

• MH形式で保存しているPCではDebianがインストール
されており、環境変数LANG=ja_JP.UTF-8になっている

• mnewsがインストールされているが、mnewsはEUC-JP

の環境で動くため、端末のエンコードをEUC-JPにする
必要あり

• 保存されているmailの状態は？



日本語の扱い

• 最近Subject（Header全体?）はUTF-8またはISO-2022-JPで
MIME変換されていることが多い？

• 「=?ISO-2022-JP?B?hogehogehoge?=」

• ISO-2022-JPでBase64変換

• RFC的には間違っているらしい？

• 昔はSubjectだけは英語やローマ字で書くこともあったが、
最近はほとんど気にしない

• 昔のMailではSubjectにそのままJISというのもあり

• 「ESC$B2q…ESC(B」



本文の日本語の扱い

• HeaderのContent-Type、Content-Transfer-Encodingを
確認

• Content-Typeはtext/plainかmultipart/alternative

（MIME）かに、Content-Transfer-Encodingは7bitか8bit

かBase64かに分かれる



本文の形式

• Typeがtext、charsetがISO-2022-JP、Encodingが7bit

• 本文がJIS（ISO-2022-JP）のMail

• Typeがtext、charsetがUTF-8、Encodingが8bit

• 本文がUTF-8のMail

• Typeがtext、charsetがUTF-8、EncodingがBase64

• 本文がBase64変換されたUTF-8のMail

• TypeがMIMEの場合

• 本文がBase64変換されたUTF-8のtextが添付（？）



Quoted-Printable

• 時々変換がBase64でなくQuoted-PrintableのMailがあり、
うまくデコードできず文字化けしやすい

• 今回MailをHTMLに変換するMHonArcでもうまくいかない
ことがあった



その他…

• From:に日本語があったり、Subject:に改行が入っていたり
といろいろ処理に悩むmailもあり

• 昔のように本文はJIS、Headerには日本語を使わないという
暗黙の了解はすでになく、今回説明した以外にもHTML

メールだったり、絵文字が入っていたり何でもあり

• 最近のMailerだとそれでも文字化けすることなく読めるので
気にならないのかも知れません

• mnewsはUTF-8に対応していないので読めないmailが増え
ました



SubjectがUTF-8



本文がBase64変換されたUTF-8



MIME形式



昔のSubject



HTMLへの変換

• 長々とMailについて説明しましたが、HTMLへの変換には
「MHonArc」を使用します

• 最近のMailはいろんな形式がありそうだけどちゃんと変換
できるのかなぁとMailでの日本語の取扱いを調べ始めたら
ドツボにはまりました

• 結局多くの場合特に問題なく変換されました

• MHonArcは優秀です



以前の方法

• 以前はMHonArcでそのまま変換すると文字化けすることが
ある（?）ので、一旦漢字コードをEUCに変換してから、
MHonArcでHTMLに変換していました

• さらに変換されたHTMLをEUCのままだとBrowser側でうま
く表示できないことがあるのでShift-JISに変換していました

• 現在はMHonArcの設定ファイルを記載することで、コード
変換せずにHTMLに変換できるようです



漢字コードの選択

• rcfileに記載することで、生成されるHTMLファイルの漢字
コードを選択することができますが…

• ISO-2022-JPの設定すると結構文字化けします

• UTF-8にすると文字化けが少なくなりますが、次のNamasu

がUTF-8に対応していないようです

• ISO-2022-JPやUTF-8で出力したものを強引にEUCやShift-

JISにするとHTMLのcharsetと合わないのでBrowserで表示
できません



最終的に？

• 文字化けの少ないUFT-8でHTMLファイルに変換すること
にしました

• いろいろ調べるとnamazuもインデックスの作成は問題なく、
namazu.cgiがUTF-8を認識できないようです

• LocaleがUTF-8のコマンドラインで使う時はTipsがいるようで
すが、Webで使うなら問題なさそう？

• 試しにインデックスを作成し、Browserで検索したらOKでし
た



Namazuのインストール

• OSがDebianなので

• # apt-get install namazu2 namazu2-index-tools libtext-kakasi-

per kakasi

• 以下がインストールされました

• kakasi, kakasi-dic, lib-mmagic-perl, libkakasi2, libtext-kakasi-

perl, libnmz7, namazu2, namazu2-common namazu2-index-

tools

• NKF.pmがない→ 以下でOKでした

• apt-get install libnkf-perl



インデックスの作成

• $ mknmz –k htmlあるディレクトリ –O インデックスを置くディ
レクトリでインデックスが作成されます

• あとは検索用のHTMLを作れば完成



今回

• 以前作ったインデックス（EUSに変換してmhonarcでHTML

を作成、sjisに変換してmknmzしたもの）と、今回のmhonarc

でUTF-8のHTMLを作成し、そのままmknmzしたインデック
スを一緒にしましたが、問題なく検索できました

• niigata-inetの7001からと、membersの9001からが今回作った
HTML、インデックス、それ以外は以前のものです



さぁ！検索してみよう

• 古いMLを自分の名前で検索するとはずかしくなります

• mailのならびは必ずしも番号順にはなっていません

• 文字化けしているのもありますが、どうしてもというなら、オ
リジナルのファイルを変換する必要があるかも知れません




